
NSAM オンライン・オープン・キャンパス（OOC）

2023年4月19日（水）17:30~19:00 無料・定員500名

タイトル： 『フューチャーレディ（“Future Ready”）』
～デジタル変革成功への4つの道筋～

講師： ピーター・ウェイル氏（MIT 情報システム研究センター 名誉議⾧）
※開催はZoomウェビナーとなります。 ※同時通訳付き

申込締切：4月18日（火）17:00 ※定員に達し次第、締め切ります

〒163-0544 東京都新宿区西新宿1-26-2
新宿野村ビル44階

URL：https://www.nsam.or.jp

申込専用ページ
（https://www.nsam.or.jp/forms/attendance_common/OOC.html）

※お申し込み後、やむを得ず欠席される方は、準備の都合上、
上記申込専用ページ内のキャンセル申込リンクより事務局までご連絡ください。

事務局問合せ先：https://www.nsam.or.jp/contact/form.html

【講師紹介】
マサチューセッツ工科大学（MIT）スローン経営大学院 上
級研究員 兼 MIT情報システム研究センター（MIT 
CISR） 名誉議⾧。主に、伝統的巨大企業がITを駆使して
価値を生み出す方法について研究を行っている。2008年、
Ziff Davisにより、「ITで最も影響力のあるトップ100」にて、
学術界最高ランクに位置付けられる。
これまでITに関するベストセラー書籍を数多く刊行するととも
に、MITにてTeaching Awardを受賞するなど、多方面で
活躍している。
野村マネジメント・スクールでの担当講座：「デジタル時代の
経営戦略講座」

【講演概要】
世界のデジタル化が急速に進む中、多くの伝統的企業では、
既存のビジネスモデルが存続の危機に瀕している。デジタル経済
で成功するためには、顧客体験の改善と効率性の向上を両立
させる企業変革が求められる。この企業変革が可能な状態を
「Future Ready」（将来への備えができている状態）と呼ぶ。
では、このFuture Readyになるためには何が必要なのだろうか。
MIT CISRでは、5年に及ぶ調査や、グローバル企業の経営幹部
との対話を通じて、Future Readyに至る変革の道筋を4つにパ
ターン化した。各パターンで企業が取り組むべき内容について、
事例とともに解説する。


